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外来ネズミ類対策に関する海外事例の情報収集について 

 

概要 

平成 27年 12月 14日（月）13：30－17：00に、熱帯野鼠対策委員会（矢部辰男委員長）

主催による、公開講演会「外来ネズミ類防除をとりまく海外の状況 -ニュージーランドとニ

ューカレドニアでの事例から-」が開催された。講演の演題は以下の通り。 

 

13:30-13:35  あいさつ   熱帯野鼠対策委員会 委員長 矢部辰男 

13:35-14:00 生物多様性保全のための外来ネズミ類防除に関する日本の状況 

  橋本琢磨（一般財団法人自然環境研究センター） 

14:00-15:15 ニュージーランドにおける外来哺乳類防除の現状 

  鑪雅哉（環境省 近畿地方自然環境事務所） 

15:35-16:50 熱帯島嶼における外来ネズミ類防除と生態系回復  

  亘悠哉（国立研究開発法人 森林総合研究所） 

 

 講演内容の概略について、以下に報告する。 

 

 

演題① ニュージーランドにおける外来哺乳類防除の現状  鑪雅哉氏 

 平成26年12月から平成27年5月まで行政官短期在外研究員としてニュージーランドに

滞在した際の研修内容を中心に報告いただいた 

 DOC（Department of Conservation：環境保全

局）に派遣され、大規模野外試験を実施していた

ZIP（Zoro Invasive Predators）プロジェクトに

参加 

 ZIPでは、柵の設置を伴わない外来哺乳類の管理

の実現可能性を検証することを目的として、NZ

南島北部のボトルロック半島で野外試験を実施

している。 

 ZIPには政府（DOC）のみならず、多様な団体か

らスタッフが参画しており、予算もDOCからの公

的資金以外に、製薬会社、農産会社などからの寄

付金を受けている（総額で年1億円程度） 

 半島部（約50ha）を“Protect Area”としてクマ

ネズミ、ドブネズミ、およびポッサムを排除し、

半島基部に“Defence Area”を設定し、わなやベ

図１ ボトルロック半島 

青線部分が Defence Area 
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イトステーションによって再侵入を回避することを試みている 

 Protect AreaからDefence Areaにかけて、約100m間隔のラインを設定し、各ラインに

多様な種類のわな、ベイトステーションを複数設置し、継続的に防除を実施している。 

 

図２ Protect Areaでのチューカードによるラットの探知地点とわな捕獲地点の推移 

 

 Defence AreaではProtect Areaに近い場所ではベイトステー

ション、離れるにつれてわなを用いて防除を実施している（表

１） 

 捕獲作業を継続することで、クマネズミの捕獲数は減少傾向

にあるが、ポッサムは横ばい（表２） 

 

 

図３ 同一箇所に複数のわ

なを設置している 

 

 

 

 

  

図２ ZIP200 わなとネズミ用

はじきわなが併設された木製カ

バー 
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表１ Defence Areaでの防除ツールの配置 

 

表２ クマネズミとポッサムの月ごとの捕獲数 

 

 

 ZIPでは、管理に関する労力の省力化に重点を置いており、ネズミが噛み跡トラップを

齧った震動を関知すると発信し、携帯電話で情報を探知できるシステムを設置してい

る（図４） 

 デジタルデバイスによるモニタリングを導入することで、初期投資が高くてもランニ

ングコストを低くし、外来哺乳類管理が可能な体制の構築を目指している（図５） 

 

 

図４ 発信機付きの噛み跡トラップ   図５ ZIPにおけるコスト配分のイメージ 

実線がZIPの目指すコスト配分 
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 ニュージーランド政府の外来種対策予算は日本の約100倍（440億円/年）、産業構造、

生物群集の違い（ほぼすべての哺乳類が外来種）もあるが、全く異なる規模で対策が

進められている 

 島嶼からの外来ネズミ類の根絶は、1970年代には不可能だと考えられていたが、1980

年代の第2世代抗凝血性剤の実用やGPSの開発によって実現可能となり、現在では根絶

することが当たり前の状況 

 現在の課題は本土における在来生態系の保全のあり方であり、柵を設置する方法

（Fenced Sanctuary）はすでに確立している 

 ZIPではさらに一歩すすめ、景観上の問題となりがちな柵を排除した管理方法を模索し

ている 

 ニュージーランドでは外来種対策において人道的な方法であることが重視され、生け

捕りわなは殆ど用いられない（苦痛を与える時間を最小にする観点から） 

 1080（急性毒物）など、多様な化学物質による防除を進めているが、国民の中には異

論もある 

 

 

講演② 熱帯島嶼（ニューカレドニア，サプライズ島） における外来ネズミ類防除と生態

系回復： メソプレデーターリリースの悪影響が生じない一事例   亘悠哉氏 

 

 亘氏がフランス・パリ大学に留学中（2009～2010年）に関わった、仏領ニューカレド

ニアのサプライズ島（24ha；図６）でのネズミ駆除とその後の生態系の変化に関する

研究について講演いただいた 

 研究は2002年から2009年の8年間（亘氏は

2009年のみ参加）、2006年に殺鼠剤によっ

てクマネズミ・ハツカネズミの駆除を実施 

 研究目的は外来捕食者を駆除することで、

他の外来種が増えるなど、想定外の事態が

生じないか（サプライズ効果）を検証する

こと 

 駆除実施前に植物、海鳥、爬虫類、昆虫類な

どの記述的な調査を実施し、駆除後の種組成、

バイオマスなどの変化を捉える 

 当初の研究計画では、クマネズミは根絶されるがハツカネズミが生残し、メソプレデ

ターリリース（中間捕食者の増加による被食者への影響；図９）が生じやすくなるこ

とを想定していたが、実際にはハツカネズミも根絶されたため、爬虫類（トカゲ、ヤ

モリ；いずれも外来）をメソプレデターとして解析を実施した

図６ サプライズ島の航空写真 

 平坦な珊瑚礁島嶼で植生は少ない 
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図７ サプライズ島でのネズミ駆除作業の概要 

 

 駆除前にはネズミ類による食害が広く見られ、海鳥類は捕食圧（クマネズミの胃内容

の56％から羽毛が出現）を避けるため樹上に繁殖するなどの回避行動がみられた（図

８）。 

 

図９ メソプレデターリリースについての説明スライド

図８ ネズミの歯形が残る海鳥の卵（左）、捕食痕のあるウミガメの稚亀（中）、樹上で繁

殖する海鳥類（右） 
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図10 メソプレデターリリースの検証の進め方 

 

図11 ネズミ駆除前後のトカゲの生息状況の変化 

 

図12 ネズミ駆除前後の海鳥の生息状況 
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図13 ネズミ駆除前後の植生の変化 

 

図14 ネズミ駆除後の無脊椎動物における種群ごとの生息数の増減 

 

図15 ネズミ駆除前後の生態系の変化に関する解析のまとめ 
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 解析結果から、メソプレデターの増加が常に生態系に負の影響を与えるとは限らない

ことが示された。すなわち、捕食者からのトップダウン効果のみならず、植生の回復

などボトムアップの効果も考慮する必要がある。 

 単純な生態系であっても、生態系システムについて理解できていることは少なく、少

しの理解の前進をすることが、メソプレデターリリースなどの外来種排除の影響を“正

しく恐れる”ための第一歩となるだろう。 


